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本事業について

1
https://www.mhlw.go.jp/content/001085296.pdfより引⽤

https://www.mhlw.go.jp/content/001085296.pdf


Copyright 2023 Premo Partners, Inc. All rights reservedProprietary and confidential — do not distribute 2

⽀援機器開発の問題点

• ⽀援機器開発の製品化率は50%。
• 開発検討段階から⼗分に開発戦略が練られていないことや、医療福祉専⾨職と開発側が⼗
分連携できていないことに起因している。

アンケート項⽬ ⼗分(%) どちらともいえない(%) 不⼗分(%) 未回答(%)
開発費⽤ 7 27 56 10
技術の確保 28 27 34 11
技術者の確保 11 24 54 11
開発ニーズの把握 27 27 29 17
医療福祉専⾨職との連携 28 25 37 10
実証試験場の確保 21 18 51 10

田上未来他，日本義肢装具学会誌 37(2) 112-114， 2021年より引用改変
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よくある研究や開発

3

何を解決するか（ニーズ）
・例 脳卒中後に痙縮が残存している⽅の歩⾏機能を改善する⽅法

何で解決するか（ソリューション）
・例 新たに○○の機能を持った装具

本当にビジネスと成り⽴つニーズかどうか 本当にソリューションがベストかどうか

⾃分の⾝近な1つのニーズについて、
思いつく１つのソリューションのみで実装しようとする
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デザイン思考を基にした医療機器イノベーションを牽引する⼈材育成プログラム。
医療現場のニーズを出発点とし、開発初期段階から事業化の視点も検証しつつ、問題解
決とイノベーションを実現するアプローチが特徴

Stanford Biodesign
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ジャパンバイオデザインフェローシッププログラム

• 2015年に⽂部科学省のプロジェクトで発⾜
• 異なるバックグラウンドで構成された4⼈1チーム10ヶ⽉で完遂するプログラム
• 東北⼤学、東京⼤学、⼤阪⼤学がスタンフォード⼤学と提携

http://www.jamti.or.jp/
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アイデア

アイデア

アイデア

ニーズ
発見

ニーズ
選別

コンセプト
出し

コンセプト
決定

知財戦略

薬事戦略

ビジネスモデル

マーケティング戦略

Identify Invent Implement

【調査】
病態・障害の理解
既存の⽅法

ステークホルダー
市場規模

【調査】
知的財産
認可制度

保険・⽀給制度
ビジネスモデル
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例︓
脳卒中後に痙縮が残存している⽅の歩⾏機能を改善する⽅法
聴覚障害の⽅が安全に外出する⽅法
脊髄損傷の⽅の褥瘡を予防する⽅法
脊髄損傷の⽅の便失禁を予防する⽅法

例︓
装具︓○○制御付き 物理療法︓超⾳波、衝撃波、○○波
⼿術︓○○神経を切除、 注射︓ボトックス持続注射、○○を注⼊
アプリ︓○○の機能を付帯
今までにない画期的な⽅法や他分野の応⽤︓VR、AR、カテーテル⼿術など

何を解決するか 何で解決するか

バイオデザインプロセスを⽀援機器開発に応⽤
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学習⽬標
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全体 ⽀援機器の製品化プロセスの全体像を理解している

ニーズ

障害者が持つニーズを⼀⽂で表すことができる
⾃⾝が発⾒したニーズを評価し、それらを事業化の観点から⽐較検討することができる
ICF（国際⽣活機能分類）等の指標を⽤いて障害者の課題を評価することができる
障害者が抱えるニーズを適格に捉えるための現場観察、及びヒアリングの⼿法を理解している

開発

⾝体障害者福祉法における障害種類や等級について理解し、必要な⽀援機器を想定することができる
⽀援機器開発における特許の重要性・必要性について理解している
⽀援機器を取り巻く規制や安全性規格等について理解している
⽀援機器を取り巻く⽀給制度について理解している
アイデアの創出やプロトタイプ作成をチームで⾏う⼿法を理解している
医療倫理についての概要を理解している

ビジネス

⽀援機器の商流や流通について理解している
⽀援機器の⽀給制度を考慮したビジネスモデルを⽴案できる
特許、規制、⽀給制度、ビジネスモデルの観点からリスク評価を⾏うことができる
ピッチとアカデミックなプレゼンテーションの違いを理解し、⽬的に沿った資料作成や発表を⾏うことができる
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昨年度の成果
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本事業のホームページ
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「AID-P」で検索

https://www.premopartners.com/aidp/

AID-P
(Assistive-technology Innovator Development Program)

https://www.premopartners.com/aidp/
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2022年度の参加者
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PT 4名

OT 2名ST
1名

看護師
1名

義肢装具⼠
1名

エンジニア
3名

東京会場

PT 9名

OT 1名

介護福祉⼠
1名

エンジニア
1名

⼤阪会場

38名の応募のうち、24名(各会場12名ずつ)を採択
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昨年度のプログラム内容詳細
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• 全6回のプログラムで毎回課題を設定し、オンラインでのフィードバックを実施
• 肢体不⾃由障害と聴覚・コミュニケーション障害にフォーカス
• =>今年度は⼩児と視覚障害にフォーカス

回 内容 次回までの課題

第1回
(10⽉) 1Dayワークショップ ワークショップの題材からニーズの作成演習

第2回
(11⽉) 障害の捉え⽅、周辺の規制や⽀給制度、現場観察の⽅法 フォーカス領域の決定

別枠
(11-12⽉) ニーズ・シーズマッチング交流会 (当事者へのヒアリング：ニーズ) ヒアリング結果から課題の整理

第3回
(12⽉)

現場観察またはインタビュー・ニーズステートメントの作成
→(当事者へのヒアリング：ニーズ)

現場観察・障害当事者へのヒアリング結果から
課題の整理

第4回
(1⽉) 現場観察またはインタビューに対する講師陣からのフィードバック及びニーズ調査 ニーズ調査の深掘り（点数付け）

第5回
(2⽉)

ブレインストーミング（アイデア出し）、プロトタイピング、最終発表の準備
(当事者へのヒアリング：コンセプト)

特許、規制、⽀給制度、ビジネスモデル調査、最終発
表の準備

第6回
(3⽉)

当事者インタビューや専⾨家からのフィードバック、最終発表の準備最終発表
(当事者へのヒアリング：コンセプト)
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第1回の様⼦（⽀援機器開発 1Day ワークショップ）
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第2回の様⼦ (オンラインでの講義)
東京、⼤阪合同でオンラインで実施。外部講師も招聘し、⽀援機器に関する基本的知識、特許
や製造、現場観察のポイント等、幅広い講義を実施した。
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ニーズシーズマッチング交流会の様⼦(ニーズの探索)
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ニーズシーズマッチング交流会でのヒアリングの様⼦

当事者へのヒアリングを通し、ニーズの探索を⾏なった
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第3回の様⼦(ニーズ探索、深掘り)
当事者へのヒアリングを通し、ニーズの深掘りを⾏なった



Copyright 2023 Premo Partners, Inc. All rights reservedProprietary and confidential — do not distribute 16

第4回の様⼦(取り組むニーズの決定、プロトタイピング)

ニーズを⼀つ選定し、プロトタイプの作成を⾏なった
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第5回の様⼦(プロトタイプの検証・修正、ビジネス設計)
プロトタイプをもとに、当事者へのヒアリングを⾏った
ビジネス設計についての講義、ワークも⾏った
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第6回の様⼦(プロトタイプの再検証・修正、最終発表)
プロトタイプをブラッシュアップし、当事者へ再度ヒアリング、

助成⾦・倫理申請についての説明を⾏った
現時点での最終コンセプトを決定し、最終発表を⾏った
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2022年度チームのニーズとコンセプト例 ⼤阪Cチーム
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最終コンセプト「動ける⾃由を〜装具のはじめの⼀歩〜」
脳卒中患者の約40万⼈が使⽤する装具、⼀⼈で履ければ⼀⼈で歩く事ができる。しかし、３⼈に１⼈が履けない現状に
ある。誰かに履かせてもらわないといけないということ、それは「歩く」ということが阻まれるということであるとこ
ろに課題を⾒つけた。１⼈で短下肢装具を履具ことができない動作上の理由は、⿇痺⾜の⾜を装具に⼊れられない、⾜
が組めない、装具が倒れてしまう、屈めない理由が多いところから、装具が倒れず、⾜が⼊れば解決できると考えたコ
ンセプトを提案した。コンセプトを職場で実際に患者に試⽤してもらいヒアリングができる程度のプロトタイピング作
成にまで持ち込めた。製品名を「ひとりで履け〜るくん（仮）」としBtoBとBtoCのビジネスモデルを提案した。
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講師 1/2
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講師 2/2
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修了⽣3名がファシリテーターとして今年度参加中
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参加者による事業の満⾜度評価
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